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吉田耕作先生を悼む

本学名誉教授吉田耕作先生は,療養中のところ,

去る 6月 20日 藤沢市民病院にて急性肺炎のため ,

御逝去されました。

先生は,昭和 6年東京帝国大学理学部数学科を

卒業され,一時同大学院に在学された後,昭和 8

年から昭和17年まで,創設当初の大阪帝国大学の

助手・講師として,ま た昭和17年から昭和28年ま

で創設当初の名古屋帝国大学の教授として,数学

教室の創設に尽力されました。その後再び,大阪

大学に移られた後 ,昭和30年本学理学部教授に就

任され,以後昭和44年停年御退官までの14年間 ,

本学理学部数学教室のために尽力されました。

先生の御研究は,関数解析学の分野であります

が,真に優れた業績を数々残され,世界の指導者

として,世界の中心にありました。なかでも有名

な御研究は,線型作用素の半群の理論であります。

海外から文献が何も入ってこなかった戦後の昭和

23年 ,数学会のジャーナル第 1巻 に発表された半

群の生成作用素を特徴づける論文は,関数解析学

の歴史においてまさに記念碑的論文であります。

増 田 久 弥 (数学教室 )

米国の大数学者ヒレも同じ年独立 して (証明は異

なりますが)同 じ結果を発表 したので, ヒレ・吉

田の理論と今日よばれております。この理論にお

いて「発展方程式論Jと いわれる新 しい分野が生

まれましたが,こ の分野は今日関数解析学の最も

活発な分野のひとつとなっております。さらに ,

この吉田先生の御仕事は,その後の偏微分方程式

論 ,確率論などの発展の礎となりました。

そのほか 2つ だけ多くの御研究のうちから述べ

てみます。昭和11年南雲道夫先生 (元大阪大学教

授)と共に,世界に先がけて導入された「完備距

離環」は,今 日バナッハ環とよばれ,現在に至る

まで活発に研究がおこなわれております。

本学御退官後先生は新 しい演算子法 (Operati―

onal Calculus)の 創造に情熱をもやされまし

た。その御成果は, 
銀
Operational Calculus"

(Springer)に 集大成されています。

そのほかエルゴート理論,マルコフ過程とポテ

ンシャル論,発展方程式論 ,な どの分野で重要な

御仕事があり,発表された論文の総数は約 200篇

に及びます。日本の数学者として最も多産である

と思います。

先生の御仕事の特色は,一般性のある美 しい理

論を作られると同時に,常にその応用を心がけら

れ他の分野での先生の理論の有用性を示 してこら

れたことです。実際,バナッハ理論はスペクトル

理論に,半群理論は熱方程式,波動方程式に応用

されたような具合です。

先生は,教育にも大変ご熱心で した。バナッハ

の理論 ,シ ュワルツの超関数論など,海外で重要
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